
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 耐震診断及び耐震補強計画（耐震診断等） 
「現に居住している」「改修後居住する予定」の木造住宅が対象 

（耐震診断）一戸建ての場合、耐震診断費用 50,000 円のうち 3,000 円の自己負担 

（補強計画）補強計画費用 61,200 円のうち 6,000 円の自己負担 

 

② 耐震改修支援事業 【New】 
木造住宅を対象として建物の基礎や壁の補強、劣化箇所の取り換え等本格的な改修を行う工事 
対象額：補助対象経費の 4/5（上限 100 万円） 

 

③ 耐震シェルター設置支援事業 【New】 
木造住宅を対象として耐震シェルターまたは耐震ベッドを設置する工事 

対象額：補助対象経費の 4/5（上限 80 万円） 

 

④ 住まいのスマート化支援事業 【New】 
耐震化（②または③）と合わせて最先端のリフォームを補助 

対象額：補助対象経費の 2/3（上限 30 万円） 

 

⑤ 住宅の住替え支援事業 【New】 
耐震性のない木造住宅からの建替えや住替えに伴う除却（現在居住する住宅のすべてを除却する工事）費

用の一部を補助 

対象額：補助対象経費の 2/5（上限 30 万円） 

 

⑥ あなんでスマートホーム  
・区域内取得世帯かつ対象住宅申請時において、申請者又はその配偶者が 49 歳以下の者 

・阿南市内に一定の省エネ性能を有する住宅を新築又は購入する者 

・対象住宅に住所を有し、5 年以上継続して居住する意思がある者 

以上の要件を全て満たす者 

対象額：基本額(50 万円)に加算補助金<子育て加算(20 万円)><移住加算(20 万円)>の額を合計した額 

（最大 90 万円） 

 

⑦ あなんぐらし支援事業 
一定の要件を満たすリフォーム工事費の一部を補助（最大 65 万円） 

対象額：補助対象経費の 15%（上限 15 万円）に加算補助金<空き家加算(上限 35 万円)><移住者加算

(上限 15 万円)>の額を合計した額（最大 65 万円） 

 

＜ ①～⑦に関するお問い合わせは…住宅課（0884-22-3434）まで ＞ 
 

住居に関すること 

＜令和６年８月１日現在の情報＞ 

＜各種問い合わせは担当課まで＞ 


